
う！
市政を

問う！
QRから録画配信にアクセスできます。

髙山 賢二 議長

今回は
12人でした

議員が市長や教育委員会などに対し
て、市政全般の執行状況や方針等を
問うたり、説明を求めたりしました。

一 般質問という議員主導の
政策論議

　
本
市
の
債
券
運
用
は
事

業
計
画
と
連
動
せ
ず
に
、
売

買
目
的
で
運
用
し
て
い
た
。

こ
の
状
況
は
地
方
自
治
法
第

２
４
１
条
第
２
項
に
違
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

監
査
の
際
、
口
頭
で
や
り

取
り
し
た
内
容
は
守
秘
義
務

に
当
た
る
の
か
。

今
後
の
資
金
調
達
に
公
募

地
方
債
を
活
用
し
て
は
。

　
債
券
運
用
は
満
期
で
の

元
本
保
証
が
あ
り
、
運
用
利

益
が
実
際
に
生
じ
て
い
る
。

含
み
損
が
生
じ
て
い
る
現
状

を
も
っ
て
、
直
ち
に
法
に
抵

触
す
る
と
い
う
認
識
は
な
い
。

監
査
の
際
の
や
り
取
り
は
、

口
頭
で
も
公
文
書
等
で
も
守

秘
義
務
の
対
象
と
な
り
得

る
。
監
査
の
独
立
性
の
観
点

か
ら
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

公
募
地
方
債
は
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
課
題
も
あ
る
。

本市の債券運用は地方自治法違反か
現在の状況は、直ちに法に抵触するという認識はない

山本 祐平 議員▲債券運用の是非は

▲スクールバスの活用
事例（茨城県つくば市）

▲計画開始から約９年、一
向に進まぬ駅周辺の開発

▲就労継続支援施設
での日中活動

答弁

　
教
育
委
員
会
が
示
し
た

過
密
解
消
策
の
素
案（
福
間

南
小
は
校
区
再
編
し
な
い・福

間
中
は
一
部
地
域
で
校
区
選

択
制
を
実
施
）は
効
果
が
期

待
で
き
な
い
。見
解
を
伺
う
。

学
校
の
早
急
な
過
密
解
消

と
緩
和
の
た
め
に
、
通
学
手

段（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
）を

セ
ッ
ト
に
し
た
校
区
再
編
案

と
校
区
外
通
学
制
度
案
を
再

度
策
定
し
、
保
護
者
に
提
案

す
べ
き
。
教
育
部
は
校
区
外

通
学
制
度
を
見
直
す
と
再
三

述
べ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　
過
密
解
消
緩
和
に
つ
い

て
、
福
間
南
小
は
効
果
が
な

い
。
福
間
中
は
効
果
が
小
さ

い
が
、校
区
選
択
制
を
実
施
。

校
区
外
通
学
制
度
は
、
何

ら
か
の
通
学
方
法
を
考
え
れ

ば
希
望
者
が
増
え
る
と
思

う
。
学
校
の
状
況
や
保
護
者

の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
今
後

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

通学手段セットの過密解消策の再検討は
今後も総合的に「校区外通学制度」を検討していきたい

戸田 進一 議員

　

駐
車
場
整
備
の
方
針
、

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
と
の

協
議
は
ど
う
な
っ
た
か
。
商

業
施
設
へ
の
民
間
事
業
者
誘

致
に
関
し
て
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
新
市
長

に
な
っ
た
が
、
今
後
も
建
設

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
東
福
間
口
に
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
を
設
置
予
定
。
若
木

台
側
は
物
理
的
な
問
題
が
あ

り
、設
置
は
困
難
。公
社
と
は

情
報
交
換
し
て
お
り
、
計
画

の
実
施
状
況
を
見
な
が
ら
今

後
の
土
地
活
用
を
検
討
す
る

と
伺
っ
て
い
る
。
引
き
続
き

連
携
を
図
っ
て
い
く
。事
業
者

誘
致
は
商
業
施
設
オ
ー
ナ
ー

と
事
業
者
の
依
頼
で
、
市
が

連
絡
・
調
整
を
行
っ
て
い
る

た
め
、
一
定
の
情
報
を
持
っ

て
い
る
。
令
和
８
年
度
ま
で

に
計
画
を
実
行
し
、
そ
の
先

の
計
画
は
担
当
課
と
協
議
し

た
上
で
進
め
る
。

東福間駅周辺地区再生整備計画の達成は
令和８年度までに事業が完了するよう努めていく

中村 清隆 議員

　
企
業
や
起
業
家
を
本
市

に
誘
致
し
て
い
く
市
長
の
公

約
に
は
、
福
祉
事
業
も
含
ま

れ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
６
月
定
例
会
の
肉
付
け

予
算
で
は
、
本
市
に
足
り
て

い
な
い
事
業
を
新
規
で
行
う

企
業
に
対
し
て
特
別
な
措
置

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
６
月
定
例
会
の
所
信
表

明
で
は
１
年
間
で
行
う
施
策

も
あ
れ
ば
、
４
年
間
で
行
う

施
策
も
あ
る
。
企
業
や
起
業

家
の
誘
致
で
は
、
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
を
行
い
た
い
起
業

家
な
ど
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

他
自
治
体
の
支
援
方
法
な
ど

の
情
報
収
集
も
必
要
。ま
た
、

本
市
内
で
の
雇
用
の
マ
ッ
チ

ン
グ
も
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
本
市
に
は
大
企
業
は
無

い
が
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

が
就
労
に
よ
っ
て
社
会
参
画

で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

公約の企業誘致は福祉事業も対象か
公約に掲げている企業誘致に福祉事業も含まれている

大山 隆之 議員

答弁

答弁

答弁

　
令
和
２
年
に
東
福
間
駅

周
辺
地
域
に
ぎ
わ
い
再
生
計

画
が
完
成
し
た
。
住
民
の
請

願
か
ら
既
に
９
年
、
計
画
完

成
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
全

体
的
に
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

住
民
は
ど
う
な
る
の
か
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
昨
年
実
施

の
意
見
交
換
会
で
は
事
業
が

進
ま
な
い
言
い
訳
を
聞
か
さ

れ
た
と
感
じ
た
。
住
民
の
思

い
と
行
政
の
優
先
順
位
に
ズ

レ
を
感
じ
る
。
今
後
、
住
民

と
の
意
見
交
換
会
を
定
例
化

し
、
丁
寧
に
声
を
聞
い
て
計

画
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
の

変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
郷
づ

く
り
推
進
協
議
会
に
、
今
後

の
方
向
性
を
報
告
し
な
が
ら

進
め
て
き
た
。
意
見
交
換
会

の
定
例
化
は
、
地
元
の
郷
づ

く
り
推
進
協
議
会
と
話
し
て

決
定
し
て
い
き
た
い
。

東福間地域にぎわい再生の現時点評価は
評価できる段階になく、実現に向けて事業を実施する

岩下 豊 議員

　

市
立
の
小
学
校
で
は
、

５
年
生
で
宿
泊
体
験
学
習
が

あ
る
。
公
共
施
設
の
利
用
が

一
般
的
だ
が
、
一
部
の
過
大

規
模
校
で
は
、
学
年
全
員
が

宿
泊
で
き
る
民
間
施
設
を
使

用
し
て
い
る
。
公
共
施
設
と

民
間
施
設
で
は
費
用
に
差
が

あ
り
、保
護
者
が
負
担
す
る
。

民
間
施
設
は
宿
泊
料
だ
け
で

公
共
施
設
利
用
料
の
二
倍
に

あ
た
る
。
こ
れ
は
人
数
が
多

い
故
の
弊
害
で
は
な
い
か
。

差
額
を
補
助
す
べ
き
で
は
。

就
学
援
助
受
給
者
で
は
、
年

間
支
給
限
度
額
を
上
回
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

宿
泊
先
は
学
校
長
が

様
々
な
面
か
ら
決
定
し
て
い

る
。
宿
泊
す
る
環
境
な
ど
も

大
き
く
違
う
た
め
金
額
だ
け

に
着
目
す
べ
き
で
は
な
く
、

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
就

学
援
助
支
給
限
度
額
を
超
え

て
も
増
額
で
き
な
い
。

過大規模であるが故の負担を補助しては
金額だけに着目するべきではなく、補助は考えていない

豆田 優子 議員

答弁

答弁

　
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に

よ
る
災
害
や
事
故
が
、
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
危
険
性
に
お
い
て
は
、
本

市
も
例
外
で
は
な
い
。安
全・

安
心
な
市
民
生
活
を
奪
い
か

ね
な
い
イ
ン
フ
ラ
災
害
を
、

未
然
に
防
ぐ
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
適

切
な
点
検
と
整
備
保
全
が
重

要
で
あ
る
。

今
後
の
本
市
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
展
望
は
。

　
市
民
の
生
命
と
生
活
を

脅
か
す
こ
と
が
な
い
よ
う
予

防
保
全
は
重
要
で
あ
る
。

非
破
壊
検
査
、
通
報
シ
ス

テ
ム
、
路
面
下
空
洞
化
探
査

な
ど
、
計
画
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の

国
の
動
向
や
市
全
体
の
予
算

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
地

域
生
活
の
安
全
性
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

インフラの老朽化への対策は
デジタル技術の活用も検討しながら、予防保全に努めたい

井手口 忠信 議員
▲老朽化が懸念される

「道路附属物」の照明灯

　
福
間
南
小
学
校
の
ト
イ

レ
不
足
は
最
優
先
課
題
で
あ

る
。
学
校
か
ら
は
北
棟
の
５

年
生
男
子
ト
イ
レ
は
、
約
50

人
に
１
つ
の
割
合
し
か
大
便

器
が
な
い
状
況
、
西
棟
の
１

年
生
女
子
ト
イ
レ
は
常
に
混

雑
し
て
い
る
状
況
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
児
童
の
心
身
の

健
康
を
守
る
こ
と
が
難
し
い

環
境
で
あ
る
。
便
器
の
基
数

増
設
が
必
要
。
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
を
含
め
て
早
急
に
対
策

す
べ
き
で
は
。

　
福
間
南
小
の
ト
イ
レ
の

現
状
は
人
数
に
対
し
て
か
な

り
少
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
児
童
の
心
身
の
健
康
を

保
つ
上
で
早
急
な
改
善
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
大
便
器
の

数
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
あ

る
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
効
率

的
な
配
置
が
で
き
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

福間南小のトイレ不足への認識と対応は
問題があると認識、解決に向けて学校側と協議していく

中村 恵輔 議員

　
21
歳
を
迎
え
る
女
性
に

送
付
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診

ク
ー
ポ
ン
の
受
診
率
は
。

現
在
、
小
・
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る
生
命（
い
の
ち
）

の
安
全
教
育
・
妊
娠
出
産
知

識
の
学
習
事
業
・
が
ん
教
育

は
、担
当
部
署
が
別
々
に
な
っ

て
い
る
が
、
命
や
健
康
を
学

ぶ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
統
合
で
き
な
い
か
。

　
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
状
況

は
10
％
を
切
っ
て
お
り
、
受

診
率
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

妊
娠
出
産
知
識
の
学
習
事

業
は
市
男
女
共
同
参
画
推
進

室
が
担
当
、
他
は
学
校
が
主

体
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

学
習
は
、
自
分
の
命
や
健
康

を
守
る
た
め
の
重
要
な
学
習

で
あ
る
。
今
後
は
、
担
当
部

署
間
の
連
携
や
、
県
の
委
託

を
受
け
て
い
る
団
体
の
情
報

提
供
な
ど
も
含
め
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

学校でがんや妊娠出産などを学ぶ理由は
子どもの頃から、命の大切さと健康の重要さを知るため

石田 まなみ 議員
▲中学校での妊娠出
産講座

▲不足している福間
南小のトイレ

▲1978年10月開設
ＪＲ東福間駅

▲宿泊学習で利用す
る施設

答弁

答弁

答弁

1 0議 会 だ よ り  ふ く つ1 1 議 会 だ よ り  ふ く つ



議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2025. 2025. 号号春春
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

２月臨時会で、改選前の常任委員会が所管する事務につ
いて行った所管事務調査を報告しました。

調査リポート
「骨格予算」とは、例年の当初予算とは異なり、新

規事業を抑えて、継続事業や職員の人件費、子育て
支援や生活保護の扶助費等の義務的な経費を中心に
した予算です。

春に選挙が実施される自治体は、この「骨格予算」
もしくは「暫定予算」を編成します。選挙で自治体の
トップが変わると政策も変わる可能性があるため

で、その余地を残し
ているのです。なお、
選挙のあと、６月の
議会でその年度の新
規事業を盛り込んだ
補正予算を上程する
ケースがほとんど
で、この補正予算の
ことを「肉付け予算」
といいます。

もっと知りたい！福津市議会

「骨格予算」って、なに？

議員名 その他の質問

戸田　進一
必要な介護サービスが受けられる介護制度に
ついて
憩いの場としての公園施設の充実について

中村　清隆

小学校の学習環境整備について
市中央公民館内の各団体の事務所の賃料につ
いて
市内体育館の空調設備について

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①新しい教育長の名前は？
②常任委員会はいくつある？
③視察に来訪した宮城県の市は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。

議員名 その他の質問

大山　隆之 ひきこもり家庭への対応について

井手口忠信 市民に寄り添う行政サービスの推進について

中村　恵輔 市長の市政運営のスタンスについて

岩下　　豊 福津市教育委員会請願処理規則について

豆田　優子 小学校の新設とまちづくりについて

榎本　　博 津屋崎地区の観光による地域拠点の活性化に
ついて

中村　晶代
低所得世帯の住まいの確保と支援について

市営住宅の建て替え計画について

尾島　武弘 農業基盤の強化について

他にもこんな質問がありました

総 務 文 教 委 員 会

トピックス

の
推
移
や
上
位
事
業
と
の
関
連
、

達
成
度
を
明
記
し
、
継
続
・
廃
止

の
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

エ
ク
セ
ル
の
入
力
で
負
担
増
に
な

っ
て
い
る
。
項
目
の
見
直
し
や
記

載
方
法
の
工
夫
で
改
善
で
き
る
と

考
え
る
。
他
自
治
体
を
参
考
に
Ｄ

Ｘ
化
を
進
め
る
必
要
も
あ
る
。
今

後
は
、
経
営
戦
略
課
の
チ
ェ
ッ
ク

と
指
導
を
強
化
し
、
分
か
り
や
す

い
資
料
作
り
を
期
待
す
る
。

外
部
評
価
で
は
、
今
年
度
か
ら

行
政
評
価
委
員
会
で
の
施
策
評
価

を
試
験
導
入
し
て
い
る
が
、
今
後

は
評
価
対
象
事
業
を

増
や
す
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。

今
後
の
効
果
的
・
効
率
的
な
評

価
の
実
施
と
活
用
に
向
け
て
、
事

務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作
成
プ
ロ

セ
ス
及
び
作
成
後
の
活
用
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
は
、
活

動
目
標
を
明
確
化
し
効
果
を
数
値

化
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
効
率
的

な
事
業
実
施
を
図
る
目
的
で
作
成

さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
所
管

が
経
営
戦
略
課
に
移
管
さ
れ
た
。

作
成
は
事
前
・
事
中
・
事
後
評
価
に

分
か
れ
、
経
営
戦
略
課
が
指
導
助

言
を
行
う
。
評
価
体
系
は
内
部
評

価（
自
己
評
価
）と
外
部
評
価（
行

政
評
価
委
員
会
、
市
民
意
識
調
査
）

に
分
類
さ
れ
る
が
、
外
部
評
価
は

一
部
事
業
の
み
。
予
算
・
決
算
審

査
で
活
用
さ
れ
、
様
式
も
必
要
に

応
じ
て
改
善
さ
れ
て
お
り
、
令
和

５
年
９
月
か
ら
は
事
業
費
内
訳
欄

が
設
け
ら
れ
た
。
評
価
は
エ
ク
セ

ル
で
作
成
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
導
入

は
未
検
討
。
令
和
６
年
度
よ
り
行

政
評
価
委
員
会
に
よ
る
施
策
評
価

が
試
験
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
様
式

は
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
数
年
間

事
務
事
業
評
価
作
成
の
プ
ロ

セ
ス
を
調
査

報告書はこちら

市
長
初
登
庁
の
日
、
正
副
議
長
へ

就
任
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た

３
６▲右から福井市長、髙山議長、中村副議長

市政を

　
所
沢
市
で
は
浄
化
セ
ン

タ
ー
跡
地
の
解
体
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
解
体
に
14
億
円
か
か
る

こ
と
か
ら
事
業
を
見
直
し
、

解
体
を
含
め
た
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
土
地
の
利
活

用
お
よ
び
土
地
の
購
入
価
格

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
カ
ド
カ
ワ

が
33
億
円
で
落
札
し
、
提
案

さ
れ
た
図
書
館
や
美
術
館
等

の
施
設
が
で
き
た
。
ま
た
売

却
で
得
た
33
億
円
は
４
つ
の

基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
た
。

所
沢
市
の
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
本
市
の
東
部
処
理
場
の

問
題
は
地
下
埋
設
物
が
障
害

に
な
っ
て
い
る
。
規
模
が
小

さ
く
Ｊ
Ｒ
に
隣
接
し
て
い
る

点
は
違
う
が
、
所
沢
浄
化
セ

ン
タ
ー
も
地
下
埋
設
物
が
あ
っ

た
点
は
同
様
。
民
間
で
で
き

る
か
、
内
部
で
研
究
し
た
い
。

処理場解体は所沢市の事例を参考にしては
規模や地理的条件は異なるが、内部で研究していきたい

榎本 博 議員
▲説明会で意見が多く出
された処理場跡地の整備

答弁

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
空
き
家
や
所
有
者
不
明

の
土
地
が
急
増
し
て
お
り
、

全
国
で
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
国
は
相

続
登
記
の
義
務
化
を
施
行
し

た
。
市
で
も
空
き
家
が
増
加

傾
向
で
あ
る
が
、
相
続
登
記

の
義
務
化
の
周
知
方
法
と
管

理
不
十
分
な
空
き
家
な
ど
へ

の
対
策
は
。

ま
た
、
相
続
や
終
活
の
手

引
き
と
な
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
活
用
は
。

　
相
続
登
記
義
務
化
の
周

知
は
、
固
定
資
産
税
納
付
通

知
書
に
周
知
文
書
を
同
封
し

て
い
る
。
管
理
不
十
分
で
周

囲
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

空
き
家
対
策
は
、
所
有
者
を

特
定
し
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は

住
ま
い
の
終
活
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
の
で
、
さ
ら
な

る
活
用
を
啓
発
し
た
い
。

空き家や所有者不明の土地への対策は
相続登記の義務化を周知し、適正な管理を促していく

中村 晶代 議員
▲住まいの終活にも活用でき
る「私のエンディングノート」

▲行財政改革の対象に
なっている中央公民館

答弁

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
半
減

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
様
々
な
要
因
で
鈍

化
し
て
い
る
事
業
も
多
々
見

受
け
ら
れ
る
。
本
市
の
財
政

状
況
を
考
え
る
と
、
早
急
に

改
革
を
進
め
、
経
費
削
減
を

し
て
い
く
こ
と
は
、
最
重
要

課
題
だ
と
思
う
。
今
後
の
市

の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
行
財
政
改
革
の
目
的
は
、

業
務
の
改
善
や
歳
出
の
縮
減

に
よ
り
、
新
た
な
事
業
な
ど

に
投
資
す
る
た
め
の
人
的
資

源
や
財
源
を
生
み
出
し
、
最

終
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
人
口
の
急

増
等
、
社
会
状
況
が
変
化
し

て
い
る
本
市
に
お
い
て
、
必

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
。

本市の行財政改革での経費削減方針は
財源を生み出す必要な取り組みなので今後も進めていく

尾島 武弘 議員

答弁

1 2議 会 だ よ り  ふ く つ


